
m
＝
申
し
込
み
先　
　

☎
＝
電
話
番
号　
　

  

＝
Ｅ
メ
ー
ル

t
＝
問
い
合
わ
せ
先　
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＝
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＝
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子

育

て

健

康

し
み
ん
の
掲
示
板

児
童
福
祉
審
議
会
公
募
委
員

　

日
常
か
ら
児
童
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
本

市
児
童
福
祉
行
政
の
推
進
に
関
し
て
、
市
民

の
立
場
で
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

●
任
期
＝
12
月
こ
ろ
〜
2
年
間　

●
対
象
＝

原
則
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
で
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
を
し
て
い
な

い
人　

●
定
員
＝
2
人　

●
選
考
方
法
＝
レ

ポ
ー
ト
に
よ
る
書
類
選
考
と
し
、
結
果
は
す

べ
て
の
応
募
者
に
通
知
し
ま
す

m
t
10
月
1
日
〜
15
日
ま
で
に
児
童
福
祉
の

向
上
に
つ
い
て
の
意
見
、
提
案
な
ど
を
千
字

以
内
（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）
に
ま
と
め
て

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
574 － 

8
5
5
5
子
ど
も
政

策
課
☎
870
・
0
4
3
5　

f
872
・
2
1
8
9　

kodom
osei@

city.daito.lg.jp

小
・
中
学
校
ア
ル
バ
イ
ト
介
助
員

（
看
護
師
資
格
保
有
者
）
の
登
録

　

市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
介
助

を
し
て
い
た
だ
く
、
看
護
師
資
格
を
保
有
さ

れ
て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
介
助
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

教
員
免
許
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
登
録
後

す
ぐ
に
採
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
平
成

23
年
4
月
か
ら
の
勤
務
ま
た
は
欠
員
が
生
じ

た
際
に
連
絡
し
ま
す
。
勤
務
内
容
・
条
件
な

ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

m
t
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
貼
付
）

を
持
っ
て
教
育
政
策
室
☎
870
・
9
6
4
3

ま
で
に
越
井
☎
f
872
・
9
2
5
3

主
催
＝
体
育
協
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

そ
の
他

大
東
市
青
少
年
相
撲
選
手
権
大
会
・

大
東
市
長
杯
争
奪
戦
・
大
東
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
戦

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
10
月
24
日
㈰
午
前
9
時

（
雨
天
決
行
。
選
手
の
集
合
は
午
前
8
時
） 

御
供
田
相
撲
場　

●
対
象
＝
市
内
在
住
・
在

学
の
小
学
生　

●
持
ち
物
＝
弁
当
、
水
筒
、

タ
オ
ル
、
脱
衣
入
れ
な
ど　

●
そ
の
他
＝
ま

わ
し
は
相
撲
連
盟
で
用
意
（
3
年
生
以
下
の

男
子
は
海
水
パ
ン
ツ
、
女
子
は
体
操
服
（
半

袖
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
）
着
用
）。
主
催
者
側

で
傷
害
保
険
加
入
。
大
会
中
の
事
故
に
つ
い

て
は
救
急
処
置
の
み
、
そ
の
他
の
責
任
は
負

い
か
ね
ま
す

m
t
10
月
16
日
午
後
5
時
ま
で
に
体
育
協
会

相
撲
連
盟
事
務
局
・
柿
木
☎
872
・
1
8
4
3　

f
872
・
2
5
4
6

募　
　
　
　
　

集

成
人
式
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

来
年
1
月
10
日
㈷
の
成
人
式
の
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
着
物
の
着
付
け
直
し
、

会
場
の
受
け
付
け
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

m
t
10
月
29
日
ま
で
に
生
涯
学
習
課
☎
870
・

9
1
0
5　

f
870
・
9
6
8
7

　

平
安
時
代
の
こ
ろ
、
勿な
い
り
そ
の
ふ
ち

入
渕
と
呼
ば

れ
た
大
き
な
池
が
あ
り
ま
し
た
。
平
安

時
代
中
期
（
10
世
紀
末
ご
ろ
）
の
清
少

納
言
の
随
筆
『
枕
草
子
』
に
は
「
淵

は
な
い
り
そ
の
淵　

た
れ
に
い
か
な

る
人
の
教
え
し
な
ら
む
」（
淵
は
、
な

い
り
そ
の
淵
。
だ
れ
に
、
ど
ん
な
人

が
入
る
な
と
教
え
た
の
だ
ろ
う
か
）

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
応
永
22

（
1
4
1
5
）
年
、
冷れ
い

泉ぜ
い

為た
め

尹ま
さ

の
歌
集

で
あ
る
『
為
尹
千
首
』
に
は
「
つ
れ
な

く
は　

身
を
し
つ
め
む
と　

か
こ
つ

夜
の　

そ
な
た
の
月
よ　

な
い
り
そ

の
淵
」
と
い
う
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
に
は
そ
の
名
残
り
と
し

て
、
貝か
い

原ば
ら

益え
き

軒け
ん

の
『
南
遊
紀
行
』
に

「
内な
い

助す
け

が
淵
」、
享
保
19
（
1
7
3
4
）

年
刊
行
の
『
河
内
志
』、
享
和
元
（
1

8
0
1
）
年
刊

行
の
『
河
内
名

所
図
会
』
に

「
勿
入
淵
」
の

文
字
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に

至
る
と
こ
の
池

は
縮
小
し
、
か

つ
て
の
面
影
は

な
く
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
伝
承
や
文

学
作
品
が
残
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
井

原
西
鶴
の
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
巻
四

「
鯉
の
散
ら
し
紋
」
が
有
名
で
す
。
こ

の
池
の
堤
に
住
ん
で
い
た
内
助
の
か
わ

い
が
っ
て
い
た
鯉
が
、
内
助
が
女
の
人

と
結
婚
し
た
こ
と
に
嫉
妬
し
、
漁
を
し

て
い
る
内
助
を
襲
っ
て
去
っ
て
い
っ
た

と
い
う
お
話
で
す
。

　

現
在
の
大
東
市
か
ら
東
大
阪
市
に
か

け
て
の
一
帯
に
は
、
か
つ
て
大
き
な
池

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
こ

の
勿
入
渕
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
諸
福
6
丁
目
に
勿
入
渕
址
の

碑
（
府
が
昭
和
6
年
に
建
立
）
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

（
生
涯
学
習
課
）

第 14話
大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
見
る
地
域
遺
産
④

『
勿な
い

入り
そ
の　

鯉
の
散
ら
し
紋　

い
ま
い
ず
こ
』

扇状地

低地Ⅰ

低地Ⅱ

微高地

八ヶ所

津辺

灰塚

石切

加納

稲田

河俣

諸福

勿　入　渕
（広見池）

氷野
三箇

岸和田
打越

水　域

等高線（m）

主要街道

式内社

古
川

吉
田
川菱江川

東
高
野
街
道

勿入渕推定図

勿入渕址の碑（諸福 6丁目）
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